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農
業
の
極
意
を
学
ぶ
日
々

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
森
慎
一
郎

で
す
。町
の
特
産
品
で
あ
る
摩
周
メ
ロ
ン

の
生
産
技
術
継
承
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
ま
で
東
京
で
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
を

し
て
い
た
農
業
初
心
者
の
た
め
、４
月
か

ら
、滝
川
市
に
あ
る｢

花
・
野
菜
技
術
セ
ン

タ
ー｣

で
半
年
間
の
農
業
研
修
中
で
す
。

協
力
隊
で
あ
り
な
が
ら
町
に
住
む
こ
と

が
で
き
な
い
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
つ
つ
も
、

未
来
の
た
め
に
今
で
き
る
こ
と
を
精
一

杯
や
ろ
う
と
奮
闘
中
で
す
。

　

研
修
施
設
で
の
生
活
は
、月
曜
日
か
ら

金
曜
日
ま
で
の
９
時
か
ら
17
時
ま
で
で
、

畑
や
ハ
ウ
ス
で
の
栽
培
実
習
や
、各
種
野

菜
か
ら
営
農
に
向
け
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
ま

で
、幅
広
い
内
容
の
講
義
も
組
み
込
ま
れ

て
い
て
、半
年
間
で
農
業
の
基
礎
を
学
べ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。道
内
の
有
名

生
産
地
な
ど
へ
の
視
察
研
修
や
農
業
に

関
連
す
る
企
業
、
農
業
改
良
普
及
員
の

方
々
の
短
期
研
修
受
け
入
れ
な
ど
、町
に

い
る
だ
け
で
は
得
る
こ
と
が
で
き
な
い

知
識
や
人
脈
を
得
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、短
期
研
修
の
度
に
歓
迎
会
と
送

別
会
が
開
催
さ
れ
る
の
で
肝
臓
に
は
や

や
負
担
が
・
・
笑
。食
事
は
平
日
の
み
で

す
が
し
っ
か
り

と
３
食
が
寮
母

さ
ん
に
よ
っ
て

用
意
さ
れ
、
部

屋
は
個
室
と
勉

強
に
集
中
で

き
る
環
境
が

協力隊通信
大森 慎一郎さん

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

日々の活動
発信中！

整
っ
て
い
ま
す
。毎
日
が
新
し
い
発
見
の

連
続
で
、日
々
成
長
す
る
作
物
を
見
る
の

を
楽
し
み
に
過
ご
し
て
い
ま
す
。

　

栽
培
品
目
は
町
で
栽
培
可
能
な
も
の

の
中
か
ら
、メ
ロ
ン
・
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
・
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
・
大
根
を
育
て
て
い
ま
す
。

　

中
で
も
メ
ロ
ン
は
摩
周
メ
ロ
ン
の
赤

肉
品
種
で
あ
る
摩
周
レ
ッ
ド
、青
肉
の
オ

ト
メ
の
祈
り
、同
時
期
に
道
内
で
一
番
作

付
さ
れ
て
い
る
ル
ピ
ア
レ
ッ
ド
と
い
う

品
種
を
比
較
用
と
し
て
栽
培
し
て
い
ま

す
。研
修
前
か
ら
「
メ
ロ
ン
は
た
い
へ
ん

だ
よ
」と
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
言
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、い
ま
正
に
そ
の
言
葉
を
痛

感
し
て
い
ま
す
。栽
培
を
始
め
た
当
初

は
、
管
理
す
る
株
数
も
少
な
い
し
、
規
格

内
の
果
実
を
少
し
で
も
多
く
収
穫
し
て

や
ろ
う
と
野
心
を
抱
い
て
い
ま
し
た
が
、

低
温
や
長
雨
に
よ
り
生
育
が
遅
れ
、栽
培

管
理
も
な
か
な
か
進
め
る
こ
と
が
で
き

ず
…
今
は
少
し
で
も
規
格
内
品
が
出
て

ほ
し
い
と
願
う
ば
か
り
。今
は
失
敗
が
許

さ
れ
る
こ
の
時
期
に
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
し
っ
か
り
と
経
験
し
、来
年
以
降
に

繋
げ
ら
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。も
ち

ろ
ん
収
穫
ま
で
ま
だ
１
カ
月
ほ
ど
あ
り

ま
す
の
で
、い
い
形
で
終
え
ら
れ
る
よ
う

最
大
限
努
力
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
ま
で
と
１
８
０
度
違
う
生
活
に

戸
惑
い
や
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
喜
び
や
期

待
を
胸
に
、６
月
に
引
っ
越
し
て
き
た
家

族
の
た
め
に
も
残
り
３
カ
月
間
の
研
修

生
活
を
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

収穫へ向けてより丁寧に

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」について
紹介しています。
　７月12日現在「空き家バンク」で募集している物件は９件。今月は
「登録番号27番物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人と団体登録８
団体ですが、今月は団体登録番号６の「弟子屈ＲＣ（テシカガレー
シングクラブ」を紹介します。
　詳細は、町公式ウェブサイトでご確認ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html
空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 27

▼場所／高栄３丁目441番１・16

▼  建物／木造２階建て

　　　　６ＬＤＫ

▼建築年／1979（昭和54）年

▼価格／300万円

人財バンク
団体登録番号６

▼氏名／弟子屈ＲＣ（テシカガレーシングクラブ）

▼  分野／学術・文化・芸術・

スポーツ　子どもの健全

育成

▼  ＰＲ／道具を使わず体を

鍛えることができる陸上競技は、全てのスポーツの

基礎となる「走る」「飛ぶ」「投げる」が凝縮されていま

す。スポーツマンシップを身に着けることも大切に

しています。お気軽に体験・見学にお越しください。

　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じくしていない児童を
養育している家庭（ひとり親家庭）の生活の安定と自立を助け、児童の福
祉の増進を図るために手当を支給する制度です。

１　 受給資格者の収入から給与所得控除などを
控除し、養育費の８割相当額を加算した所
得額と上記の額を比較して、全部支給、一部
支給、支給停止のいずれかに決定されます。

２　 所得税法に規定する老人控除対象配偶者、
老人扶養親族または特定扶養親族がある場
合は、上記の額に次の額を加算。

　⑴本人の場合
　　① 老人控除対象配偶者または老人扶養親族

１人につき10万円
　　②特定扶養親族１人につき15万円
　⑵ 孤児などの養育者、配偶者および扶養義務
者の場合は、老人扶養親族１人につき６万円

３　 扶養親族などが６人以上の場合には、１人
につき38万円（扶養親族などが２の場合に
はそれぞれ加算）を加算した額

　身体や精神に障がいのある満20歳未
満の児童について、児童の福祉の増進
を図るための制度です。

　住所地の市町村で認定請求（関係書類を添付）の手続きをして、知事の認定を受けることにより支給されます。ただし、前年
の所得が一定額以上の場合は、その年度（８月～翌年７月まで）は、手当の全部または一部が支給停止されます。また、対象児
童が福祉施設に入所しているときなどは、手当が受けられない場合があります。
※障害基礎年金に限り、子の加給と児童扶養手当を選択できる場合があります。

特別児童扶養手当特別児童扶養手当

   問い合わせ先

扶養親族などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
　１９
　５７
　９５
１３３
１７１
２０９

万円
２３６
２７４
３１２
３５０
３８８
４２６

万円
１９２
２３０
２６８
３０６
３４４
３８２

孤児などの養育者、配
偶者、扶養義務者の所
得制限限度額

本　　　人
全部支給の
所得制限限度額

一部支給の
所得制限限度額

扶養親族
などの数

０人
１人
２人
３人
４人
５人

万円
４５９．６
４９７．６
５３５．６
５７３．６
６１１．６
６４９．６

万円
６２８．７
６５３．６
６７４．９
６９６．２
７１７．５
７３８．８

所　得　額

受給者 配偶者
および養育者

所得制限限度額は次のとおりとなります。（年によって変わる場合もあります）

受給資格受給資格者（手当を受ける資格のある方）（手当を受ける資格のある方）

手当を受ける手続き手当を受ける手続き

所得制限限度額所得制限限度額

児童扶養手当について／役場健康こども課こども支援係☎４８２‐２９３５（課直通）

特別児童扶養手当について／役場福祉課地域福祉係☎４８２‐２９２１（課直通）

児童扶養手当児童扶養手当

手当の金額（月額）手当の金額（月額）

▼児童１人の場合

　全額支給／42,500円・一部支給／42,490～10,030円

▼児童２人以上の加算額

　２人目　全額支給／10,040円・一部支給／10,030～5,020円

　３人目以降一人につき　全額支給／6,020円・一部支給／6,010～3,010円

▼１級該当児童１人につき51,700円

▼２級該当児童１人につき34,430円

　次の条件に当てはまる18歳到達後の最初の３月31日までの児童を扶養してい

る父（母）や、父（母）に代わってその児童を養育している方に支給されます。児童

が心身に中程度以上の障がいがある場合は、20歳未満まで手当が受けられます。

①父母が離婚した後、父（母）と生計を同じくしていない児童　②父（母）が死亡し

た児童　③父（母）が一定の障がいの状態にある児童　④父（母）の生死が明らかで

ない児童　⑤父（母）から引き続き１年以上遺棄されている児童　⑥父（母）が引き

続き１年以上拘禁されている児童　⑦母が婚姻によらないで生まれた児童　⑧

父（母）が裁判所からＤＶ保護命令を受けた児童

　身体や精神に障がい（１級・２級）のある児

童の父か母、または父母に代わって児童を

養育している方に手当が支給されます。

現況届を忘れずに現況届を忘れずに!!!!
　児童扶養手当を受けている方は８月１日㈬～31日㈮の間に現況届を、特別児
童扶養手当を受けている方は８月13日㈪～９月11日㈫の間に所得状況届を提出
し、支給要件の審査を受けます。現況届を提出しなければ、８月以降の手当は受
けられません。
※児童扶養手当受給者の方へ
　次に該当する方は、現況届のほかに「一部支給停止適用除外事由届」を提出してくださ
い。該当する方には郵便で個別に案内しています。提出がない場合は手当の一部、または全
部が停止される場合があります。
①支給開始月から５年を経過する予定の方
②支給要件に該当した日の属する月から数えて７年を経過する予定の方
③ 認定請求時に児童が３歳未満だった場合は、児童が３歳に達した日の属する月の翌月か
ら数えて５年を経過する予定の方
④既に①～③の期間を経過した方
※①～③は2018年８月から2019年７月に期間を経過する方が対象です。

　　　　　　　　空き家バンク／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）
　　　　　　　人財バンク／教育委員会社会教育課社会教育係☎４８２‐２９４８（課直通）
問い合わせ先／


